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首
相
の
適
格
性
を
欠
く
発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

首
相
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
発
言
の
真
意
等
に
つ
い
て
、
以
下
に
お
尋
ね
す
る
。

一

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
「
デ
マ
ゴ
ー
グ
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
発
言
の
具
体
的
な
意

味
を
問
う
。
こ
の
発
言
は
首
相
と
し
て
適
格
性
を
欠
く
発
言
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
発
言
を
撤
回
す
る
お
考
え
は

あ
る
の
か
。

二

平
成
二
十
六
年
二
月
十
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
「
な
ん
と
か
の
勘
ぐ
り
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
発
言
の
具
体
的
な

意
味
を
問
う
。
こ
の
発
言
は
首
相
と
し
て
適
格
性
を
欠
く
発
言
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
発
言
を
撤
回
す
る
お
考
え

は
あ
る
の
か
。

三

二
の
発
言
は
、
現
行
憲
法
に
お
け
る
「
公
共
の
福
祉
」
を
、
自
民
党
憲
法
改
正
案
で
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
に
置
き
換

え
て
い
る
理
由
を
問
う
質
問
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
公
共
の
福
祉
」
と
い
う
現
行
憲
法
の
文
言
を
、
「
公

益
及
び
公
の
秩
序
」
に
変
え
た
と
し
て
も
、
実
態
は
、
首
相
の
答
弁
の
通
り
、
全
く
変
わ
ら
な
い
の
か
。

四

現
行
憲
法
第
八
十
二
条
に
あ
る
「
公
の
秩
序
」
は
、
現
行
憲
法
に
あ
る
「
公
共
の
福
祉
」
と
同
一
の
意
味
か
。
意
味
が
異

な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
意
味
を
お
示
し
願
い
た
い
。

一



五

現
行
憲
法
に
あ
る
「
公
共
の
福
祉
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
ま
た
、
「
公
共
の
福
祉
」
に
よ
る
権
利
制
限
の
基
本

的
考
え
方
を
お
示
し
願
い
た
い
。

六

首
相
の
答
弁
に
あ
る
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
。
ま
た
、
首
相
答
弁
に
あ
る
「
公
益
及

び
公
の
秩
序
」
に
よ
る
権
利
制
限
の
基
本
的
考
え
方
を
お
示
し
願
い
た
い
。
首
相
の
答
弁
の
真
意
を
お
尋
ね
す
る
。

七

「
公
共
の
福
祉
」
と
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
と
は
同
じ
意
味
か
。
ま
た
、
権
利
制
限
の
基
本
的
考
え
方
も
同
じ
と
考
え

て
差
し
支
え
な
い
か
。

八

法
律
で
「
公
共
の
福
祉
」
「
公
益
」
「
公
の
秩
序
」
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
い
く
つ
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

味
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

本
質
問
に
関
し
て
は
、
質
問
番
号
を
束
ね
た
回
答
で
は
な
く
、
質
問
番
号
ご
と
に
、
具
体
的
に
ご
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
す
る
。

右
質
問
す
る
。

二


